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1) Juergen Habermas, Theorie des kommunikativen Handelns. Band.I 










4) Juergen Habermas, Theorie des kommunikativen Handelns. Band.2 Zur Kritik der 







5) Juergen Haberrnas, Faktizitiit und Gel伽 g.Beitriige :;ur Diskurstheorie des Rechts und 















11) Juergen Habermas, Er必uterungenzur Diskursethik, Suhrkamp, Suhrkamp, 1991, S.31. 
（ハーパーマス著、清水多吉朝倉輝一訳『討議倫理J法政大学出版局、2005年、
28頁）以後、本書からの引用は（EzD）と略記し、本文中に邦訳の頁数とともに
次のように記す。（EzD,S.31; 28頁）
12）朝倉輝一『討議倫理学の意義と可能性』法政大学出版局、 2004年、 53頁
13）ハーパーマス（清水多吉朝倉輝一訳）『道徳意識とコミュニケーション行為』
岩波書店、 2000年、 102頁。
14）ハーパーマスは『事実性と妥当性Jにおいて、集団的自己理解に関する合意
としてKonsensと表記している。 Konsensは利害を考慮する妥協のような同意
(Vereinbarung）とは明らかに異なる（FuG,S.223；上.216頁）。さらに、規範だけ
でなく個人や集団の価値志向を考慮した上での合意を意味するために（FuG,
S.175；上.172頁）、道徳的討議における意見の一致と区別してこのように表記
すると思われる。
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